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 臨時司教総会  

 

■2018 年度第 1 回臨時司教総会 

日 時  2018 年 7 月 9日（月）14:00－12 日（木）11:30 

場 所  日本カトリック会館  マレラホール 

出席者  会  員    14 人 

来  賓      1 人 

オブザーバー  9 人 

総会事務局   6 人 
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報 告 

フィリピン・ナザレフォーメーションハウス視察について 

2018 年 2 月 26 日－3月 1日に視察した、フィリピンのナザレフォーメーションハウス（依存症の回復施

設）の報告が、子どもと女性の権利擁護のためのデスク担当の松浦悟郎司教から行われた。 

 

審 議 

1. 広島教区での津和野 37 人の証し人の列聖調査開始について 

      浦上四番崩れによって明治初期に各地に流配され、信仰の迫害を受けた浦上の信徒の代表（象徴）とし

て、津和野・乙女峠でいのちをささげた37 人を対象に、列聖省の規定に基づいて、広島教区の段階で列

聖調査を開始する承認申請を教皇庁列聖省に提出することが承認された。 

2. 日本の司祭養成綱要について 

             2016 年 12 月 8 日、教皇庁聖職者省から出された新しい「司祭養成基本綱要」の規定に従って作成され 

た「日本の司祭養成綱要」案の内容について、本司教総会で出された意見を反映して修正、加筆した内

容を承認し、日本カトリック司教協議会として制定した。 

3. 日本カトリック司教協議会・次期会長、副会長選出について 

       日本カトリック司教協議会の次期(2019 年度定例司教総会開始時から 2022 年度定例司教総会開始時ま 

で)会長に長崎教区・髙見三明大司教を、同副会長に東京教区・菊地 功大司教を選出した。 

4. カトリック中央協議会・次期事務局担当司教選出について  

カトリック中央協議会・次期(2019 年度定例司教総会開始時から 2022年度定例司教総会開始時まで)事

務局担当司教に京都教区・大塚喜直司教を選出した。 

5. 日本カトリック司教協議会・次期常任司教委員会委員選出について 

日本カトリック司教協議会の次期(2019 年度定例司教総会開始時から 2022 年度定例司教総会開始時ま

で)常任司教委員会(責任役員会)委員を以下のとおり選出した。 

   役職によるメンバー  司教協議会会長 髙見三明大司教（代表役員） 

司教協議会副会長 菊地 功大司教 

選出委員  前田万葉枢機卿、梅村昌弘司教、松浦悟郎司教、宮原良治司教、浜口末男司教 

6. 2019 年度司教総会日程について 

2019 年度司教総会日程を以下のとおり承認した。 

2019 年度定例司教総会     2019 年 2 月 18 日(月)－22 日(金) 

2019 年度第 1回臨時司教総会  2019 年 7 月 8日(月)－12 日(金) 

2019 年度第 2回臨時司教総会  2019 年 12 月 12 日(木) 

 

7. 2019 年度教区分担金算定方法について 

2019 年度の教区分担金算定方法については、従来の基準（信徒数×100 円）を適用し、2020 年度以降に 

ついては、算定・分担基準の見直しも含め、検討を継続することを承認した。 

 

 

 常任司教委員会  

 

■7 月定例常任司教委員会 

日 時  2018 年 7 月 5日（木）10：00－14：00 

場 所  日本カトリック会館 会議室 2 

出席者  委  員  7 人 

          事務局  6 人 
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報 告 

1. FABC 神学関係局委員推薦について 

2016 年 12 月で任期が終了した FABC 神学関係局委員の櫻井尚明師の後任として、横浜教区の濱田壮久師

を推薦することが報告された。 

2. 2018 年司教のための社会問題研修会について 

本年の司教のための社会問題研修会開催について、以下のとおり報告された。 

日  時 2018 年 12 月 14 日(金) 9 時－15 時 

会  場 日本カトリック会館 マレラホール 

テーマ 改憲について 

講 師 石川健治（憲法学、東京大学）、中野晃一（政治学、上智大学） 

3. 中央協議会口座の東日本大震災復興義援金残高について 

6 月 30 日現在の中央協議会口座の東日本大震災関連・義援金残高報告が行われた。義援金総額は

73,542,948 円、支出合計は、65,439,375 円、残高は 8,103,573 円となった。 

 

審 議 

1. 2018 年度第 1回臨時司教総会内容確定について 

本年 7月 9日－13 日開催の臨時司教総会で取り扱う内容を確定した。（詳細は臨時司教総会報告参照） 

2. 2018 年平和旬間に向けての司教協議会会長談話について 

      本常任司教委員会での諸意見を加味して修正した 2018 年平和旬間に向けての司教協議会会長談話を発

表することを承認した。 

3. 教皇庁福音宣教省からの財務監査制度に関する問い合わせにあたっての日本の教会としての返答につ

いて 

本常任司教委員会に提出された教皇庁福音宣教省からの「財務監査制度」導入の質問に対する日本カト

リック司教協議会としての回答書を承認した。 

4. 中央協議会発行出版物の企画承認について 

教皇フランシスコが 2018 年 4 月 9 日に発表した現代世界における聖性への招きに関する使徒的勧告『ガ

ウデーテ・エト・エクスルターテ（Gaudete et Exsultate）』の邦訳名を「喜びに喜べ－現代世界におけ

る聖性」とし、中央協議会から発行することと出版企画書を承認した。 

 

 

 典礼委員会  

 

■『ゆるしの秘跡』儀式書改訂会議 

日 時  2018 年 6 月 18 日（月）10:00－15:00 

場 所  日本カトリック会館 会議室 6 

出席者  3 人 

 

審 議 

『ゆるしの秘跡』儀式書の改訂に向けた準備作業として、引き続き規範版第 4章の種々の式文のうち、日

本語版には掲載されていない式文を検討した。 

 

 

■『ゆるしの秘跡』儀式書改訂会議 

日 時  2018 年 8 月 6日（月）10:00－15:00 

場 所  日本カトリック会館 会議室 6 
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出席者  3 人 

 

審 議 

『ゆるしの秘跡』儀式書の改訂に向けた準備作業として、付録にある「回心のためのことばの祭儀」を規

範版に基づいて検討した。 

 

 

■定例会議 

日 時  2018 年 7 月 23 日（月）10:00－14:10 

場 所  日本カトリック会館 会議室 3 

出席者  10 人 

欠席者  1 人 

 

報 告 

International Jungmann Society Congress について 

2018 年 6 月 25 日－30 日にケニアのナイロビで開催された International Jungmann Society 第 7 回大会

参加報告を秘書が行った。テーマは「Liturgy and Popular Devotions : Liturgy－Popular Devotions

－Inculturation」。各国で典礼の教授・研究・養成などに携わるイエズス会員と協力者 36 人が参加した。 

 

審 議 

1. 2018 年度全国典礼担当者会議について 

本年 9 月 3 日－5 日に中軽井沢・御聖体の宣教クララ修道会で行われる掲記会議の内容について、事前

に各教区の典礼担当者から寄せられたアンケート回答をもとに、信徒の典礼奉仕者についての意見交換

と、各奉仕職について概説するための役割分担などを行った。 

2. 「聖歌の認可と公表に関する指針（仮称）」について 

前回会議に引き続き、将来の『ミサ典礼書』の改訂を踏まえ、聖歌全般についての認可の基準や方針、

著作権などについて周知するための掲記指針について意見交換を行った。今会合での意見と合意事項を

もとに、引き続き具体的な準備を行う。 

 

3. 「司祭不在のときの主日の集会祭儀（試用版）」の会衆用式次第について 

今秋の出版に向けて編集中の掲記試用版の会衆用式次第について意見交換を行った。試用版の儀式書と

ともに用いるものであることにかんがみ、カトリック中央協議会ウェブサイトからダウンロードして各

共同体で印刷できるよう準備を行う。 

 

次回定例会議 2018 年 9 月 3日（月）9：00－12：00  御聖体の宣教クララ修道会 軽井沢修道院（長野） 

 

 

 学校教育委員会  

 

■第 163 回学校教育委員会 

日 時  2017 年 11 月 7 日（木）18：00－20：00 

場 所  幼きイエス会 ニコラ・バレ修道院 

出席者  9 人 
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報 告 

1. 2018 年度の委員会予算を提出したことが報告された。 

「宗教科カリキュラムプロジェクト」(仮称)は、前回委員会で、“1年目アンケート用紙は作らず情報収

集と入力、2年目分類と分析、3年目出版頒布まで”という 3 年計画が承認されたため、予算書に盛り込

んだ。 

2. 学校教育委員会の名前でカトリック学校に資料として 3 部ずつ送付した「宗教改革 500 years of 

history」は追加注文が入り、2000 部増刷することになった。 

 

審 議 

1. 「宗教科カリキュラムプロジェクト」（仮称）の来年度の進め方について 

片山委員、山崎委員、大槻陪席がコアチームとなり、情報収集と入力の費用を予算化した。 

片山委員よりプロジェクトを立ち上げるために地方のカトリック校の先生と話し合う必要があるとの意

見があり、そのために必要な交通費を、話し合いを行った委員に支給する。 

自由意見 

・“これを基準にして”というものにするのか“参考にしてください”程度のものにするのか。 

   マリア会で以前やったことがあるが、結局まとまらなかった。地域差もあり、キリスト教的な考え方

を子どもたちに考えさせるとなるとものすごく広くなるので、“宗教科の取り組みとして聖書の授業を

どのようにやっていくか”に限った方がいい。 

・参考例としてカリキュラムなどを予定している。教材の知恵を提供したい。現場で頼れるものを作り

たい。若手の教員が集まって意見を交換することに意義がある。 

・カトリック学校出身者でないと、宗教の授業を経験したことがない人が信者であるということで宗教

を教えなければならないことがある。イメージのわかない人に“宗教の授業ってこういう風に展開す

るんだ”という助けになることがメリットと考えている。 

2. 第 31 回「校長・理事長・総長管区長の集い(集い)」について 

①テーマは“福音と出会う場としての学校”とする。 

②勝谷太治司教に基調講演の承諾を得た。若者座談会（シンポジウム）は大槻陪席が登壇者を手配。テ

ゼの植松 功さん、宗教倫理教育担当者ネットワークの土屋 至さんと川口 清師(長崎教区)からも講師

承諾を得た。 

 

③タイムスケジュール 

2018 年 4 月 28 日(土)13：00 －20：00 報告、基調講演、若手教員によるシンポジウム、テゼの集い 

4 月 29 日(日・祝)9：00 －15：00 朝の祈り、実践報告、分科会、ミサ 

④その他決定事項 

・シンポジウムの登壇者あての講師依頼状は大槻委員にまとめて送る。 

・土屋 至さんのタイトルと報告者の人選は土屋さんに一任する。できれば専任で教えている人が望 

ましい。萩原委員が連絡を担当する。 

・アンケートに「宗教科カリキュラムプロジェクト」に対する要望を聞く項目を置く。 

・分科会の分類は前回校種別にして賛否あったので、次回も継続してみる。 

・「日本カトリック教育学会」編（燦葉出版社発行）の『福音み～つけた！－「宗教」「倫理」を考え

るために－中学編、高校編』を会場で販売する。会場販売が可能なカトリック書店を確認する。 

・講師謝礼は前回を参考に決定。 

3. 「集い」に司教の参加を呼び掛ける議題提出について 

できるだけ多くの司教に参加して欲しいが、単に参加してもらうだけではなく、前回のように司教に登

壇してメッセージを語ってもらうよう依頼する。 

4. 「集い」の実施を学校連合会に任せるかどうかについて 

“任せる”のではなく協力する形だが、どこまでをどこが担当するかまだ決まっていない。 



- 6 - 

5. 学校教育委員会の予算は、「集い」参加者の参加費を収入としている。収入を超えた活動経費に関して

は、委員会経費としてカトリック中央協議会の資金から支出することになる。 

 

次回作業部会  2018 年 4 月 3日（火）15：00－17：00  幼きイエス会 ニコラ・バレ修道院 

 

 

 諸宗教部門  

 

■2018 年度第 3 回会議 

日 時  2018 年 7 月 4日（水）18:00－ 20:15 

場 所  日本カトリック会館 会議室 4 

出席者  10 人 

欠席者  4 人 

 

審 議 

1. 諸宗教部門の位置づけおよび活動目的の確認と教区担当者の任命について 

諸宗教部門の位置づけと活動目的を確認し、部門の活動方針やシンポジウムの具体的な広報手段につい

て意見交換を行った。また、各教区に諸宗教対話に関する担当者を任命する可能性について検討した。

本会合で挙げられた意見をまとめ、常任司教委員会に報告する。 

2. 2018 年度シンポジウムについて 

諸宗教部門が主催する今年度のシンポジウムについて、スケジュール、当日の役割分担を確認した。 

日 時  2018 年 9 月 22 日(土) 14：00－17：00 

会 場  カトリック麹町教会 ヨセフホール（東京教区） 

テーマ  SNS と宗教－LINE、Facebook、Twitter がわたしたちに問いかけるもの 

 

次回日程  シンポジウム「SNS と宗教」 2018 年 9 月 22 日（土）14：00－17：00 カトリック麹町教会 

第 4回会議  2018 年 10 月 31 日（水）18：00－20：00  日本カトリック会館 

 

 

 カリタスジャパン  

 

■第 2 回カリタスジャパン委員会会議 

日 時  2018年 6月 26日 （火）10:00－ 12:00 

場 所  日本カトリック会館  会議室4 

出席者  9人 

 

報 告 

1. 援助部会 会報 2018 年 6 月号参照 

2. 啓発部会 会報 2018 年 6 月号参照 

3. 事務局  

(1)事務局会議 会報 2018 年 5 月号参照 

(2)排除ZEROキャンペーン進捗 
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審 議 

1. 外部加盟団体行事への参加決定手続きについて承認した。 

2. 遺贈募金の基本的受け入れ方針を承認した。 

 

次回日程  2018 年 9 月 18 日（火）10：00－13：00  日本カトリック会館 

 

 

■全国教区担当者会議実行委員会会議 

日 時  2018年 7月 23日 （月）13:30－ 15:30 

場 所  日本カトリック会館  会議室2 

出席者  5人 

 

審 議 

2018年度カリタスジャパン定例全国教区担当者会議開催準備について 

(1)日程と会場 

日 程  2018年10月30日(火) 9:00 －31日(水) 12:00 

会 場  日本カトリック会館 マレラホール 

(2)議題 

10月30日(火)  委員改選、西日本豪雨災害、教区担当者活動計画、カリタスジャパンアクションプ

ラン報告、グループディスカッション 

10月31日(水)  グループディスカッションのまとめ、事務局報告、次回開催地決定 

(3)今後のスケジュール 

    開催案内を8月中に送付する。 

 

 

■第 4 回援助審査会会議 

日 時  2018年 7月 24日 （火）13:00－ 16:00 

場 所  日本カトリック会館  会議室4 

出席者  5人 

 

審 議 

一般援助審査 計 15 件（国内 5、海外 10）を審査、10 件を次回援助部会へ付託、5件（国内 1、海外 4）

を却下とした。 

 

次回日程  2018 年 9 月 18 日（火）13:00－16:00   日本カトリック会館 

 

 

 正義と平和協議会  

 

■事務局会議 

日 時  2018 年 7 月 2日（月）9：30－15：00 

場 所  日本カトリック会館  会議室 5 

出席者  7 人 
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報 告  

1. 憲法講演録と平和メッセージクリアファイルの配布状況 

2. 安倍改憲 No! 3000 万人署名の協力状況 

3. 部会報告 

改憲対策部会、平和のための脱核部会、死刑廃止を求める部会、活動状況報告 

4. 国際会議「平和、非核、人類文明の未来－諸宗教による学術的対話」の進捗状況について 

5. 正義と平和全国集会名古屋大会進捗状況 

 7 月 20 日に名古屋大会実行委員会（名古屋教区）担当者と分科会主催者の打ち合わせを行う。 

 

審 議 

1. 全国会議（2019 年 2 月 28 日－3月 2 日）の概要について 

会場を検討した。内容は定例委員会で検討する。 

2. 定例委員会（7月 20 日）の議案を検討した。 

3. 委員、外部会議への派遣者の見直しを行った。 

 4. 第 29 回全国キリスト教学校人権教育セミナーについて 

  8 月 16 日－18 日に高知県南国市の清和女子中高等学校で開催される。教育現場とのつながりを模索して

いるが、毎年賛同している当該セミナーに、今年は平和教育に関心のある教員を派遣する。 

 

 

■定例委員会 

日 時  2018 年 7 月 20 日（木）11：00－16：00 

場 所  日本カトリック会館  会議室 2 

出席者  14 人 

 

報 告  

1. 2017 年度決算について 

2. 全国集会名古屋大会進捗状況 

3. 各地の報告 

4. 部会報告 

5. 社会司教委員会報告 

6. 9 条世界宗教者会議（6 月 13 日－15 日、広島市）について 

 

審 議 

1. 全国会議（2019 年 2 月 28 日－3 月 2 日）について 

会議内容、スケジュールを検討した。場所は四ツ谷のカトリック施設。2 月 28 日に公開講演会を行う。

講師、テーマについて意見交換を行った。 

2. 憲法講演録、学習用 DVD の活用について 

3. 「働き方改革一括法」成立について 

問題点を列挙し、カトリックの立場から懸念表明をする文書を検討する。 

 

 

 部落差別人権委員会  

 

■事務局会議 

日 時  2018 年 1 月 25 日（木）11：20－16：00 
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場 所  日本カトリック会館 会議室 3 

出席者  6 人 

 

報 告 

2017 年度第 6回事務局会議（12 月 18 日） 

 

審 議 

1. 春季合宿（3月 21 日－22 日、埼玉・狭山市）  

役割分担などを確認した。1 月 24 日に現地の下見を行った。 

2. 全国会議（7月 6日－7 日、大阪市）  

会期中に行う公開講演会の講師を、部落にかかわる情報を発信しているウェブサイト「BURAKU HERITAGE」 

の運営や交流会を行っている上川多実さんに依頼する。会場はサクラファミリア(大阪市)4 階会議室。 

3. 2018 年度の計画   

  ・シンポジウム 

    テーマ  ハンセン病家族訴訟に学ぶ 

場 所  9 月 8 日(土)、10 月 13 日(土)の二つの候補日で、複数の候補を挙げ会場を探している。 

シンポジスト  1 人は内藤雅義弁護士(東神田法律事務所)に依頼。 

原告家族の登壇についても内藤弁護士に打診する。 

  ・正義と平和全国集会名古屋大会 

  ・『いのちへのまなざし』「差別」の項の冊子 

次回の定例委員会に冊子の“サンプル”を提出する。 

・「部落差別人権委員会」を紹介するリーフレット 

東京教区部落問題委員会や、他の委員会のリーフレットも参考にして検討する。英語版も検討する。 

4. ハンセン病謝罪声明について   

  2 月 8 日の定例委員会でワーキンググループを立ち上げ、謝罪声明に向けて動き出すことを提案する。 

5. 『同和問題』にとりくむ宗教団体連帯会議（同宗連）の総会 

2018 年 4 月 17 日に関口教会ケルンホール(東京教区)で行われる。 

 

 

■定例委員会 

日 時  2018 年 2 月 8日（木）11：00－16：00 

場 所  日本カトリック会館 マレラホール 

出席者  12 人 

欠席者  4 人 

 

報 告 

1. 奥村 豊師（京都教区）に定例委員を委嘱した。 

奥村師は部落差別人権委員会の京都教区担当者。任期は 2019 年 3 月末まで。 

2. 2017 年度第 4回定例委員会（11 月 29 日）  

3. 狭山事件の最新状況について 

4. その他 

・大阪教会管区部落差別人権活動センター  

担当司教の大塚喜直司教と各教区の担当司祭 5人で相談し決めていく体制に変更した。奥村 豊師がセ

ンター長に就任。2月に第 1 回運営委員会を開く。主事は不在。事務担当者は未定。「たより」の発行

などは継続する。 

・仙台教区 
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優生保護法を根拠に、強制的に不妊手術をされた宮城県の女性が仙台地裁に国を提訴した。 

・さいたま教区 

栗生楽泉園内のカトリック草津教会の聖堂を、負の遺産として残すことを要望している。 

・ハンセン病家族訴訟  

熊本地裁の次回公判が 3月に予定されている。 

・同宗連 

4 月 17 日(火)、2018 年度の総会が関口教会のケルンホールで行われる。全国の組織と並行して県単位

の同宗連が置かれ、各地でそれぞれの活動をしている。  

・部落問題に取り組むキリスト教連帯会議（部キ連） 

 

審 議 

1. 春季合宿   

当日の役割分担などを確認した。 

2. 全国会議   

公開講演会講師 上川多実さん（BURAKU HERITAGE） 

BURAKU HERITAGE は従来の“運動”とは大きく違う。組織優先ではなく、自分たち、 

子どもたちが安心して生きられる社会の実現を目指している。 

3. 2018 年度の計画        

・シンポジウム 

シンポジストの内藤雅義弁護士に、登壇する原告家族の紹介も依頼する。 

・正義と平和全国集会名古屋大会 

講師の森元美代治さん（NGO IDEA ジャパン代表）と連絡をとり内容などを詰める。 

・『いのちへのまなざし』“抜粋”冊子 

A5 版、B6 版（いのちへのまなざし【増補新版】と同じ判型）で総ルビ、イラスト入り、部落差別人権

委員会による前書きなどを加えて、手に取りやすい“案”を再度準備する。 

4. ハンセン病謝罪声明  

・次回の定例委員会で審議事項の先頭に置き、時間を確保して審議する。 

・事前に過去のカトリック教会の声明、メッセージなどを配り、委員には考えをまとめ議論をする準備

をして会議に参加してもらう。 

 

 

■事務局会議 

日 時  2018 年 3 月 5日（月）11：00－16：00 

場 所  日本カトリック会館 会議室 3 

出席者  6 人 

 

報 告 

1. 2018 年度第 1回事務局会議（1月 25 日） 

2. 2018 年度第 1回定例委員会（2月 8 日）  

3. その他 

・大阪教会管区部落差別人権活動センター 

運営委員会開催（2月 22 日）。隔月開催予定。今後事務局会議は行わない。常勤の職員は未定。 

・大阪教区部落差別と人権を考える信徒の会 

１0月 7日－8日に対話集会を開催する。対象は若者。講師は若い当事者の夫婦。 
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審 議 

1. ハンセン病謝罪声明について  

・次回の定例委員会（5月 31 日）では審議にできるだけ時間をとる。 

・この問題についての知識、認識、経験などについて委員の間で差があることを前提に、時間をかけて

できるだけ丁寧に審議する。冒頭で、なぜ本委員会でハンセン病の謝罪声明を検討するに至ったのか

を説明する。 

・定例委員に対して、事前に関連資料を配布する。 

・定例委員会で、今後の進め方、ワーキンググループの設立や人選などについて結論を出す。 

2. 春季合宿（3月 21 日－22 日、埼玉・狭山市）  

何点か具体的な確認を行った。今回は参加者が 20 人以下という小規模なものになる。 

3. 全国会議（7月 6日－7 日、大阪市） 

・公開講演会のちらしをニュースレターに同封。大阪教区シナピスのニュースにも同封を依頼する。 

・全国会議の案内を早めに委員、教区担当者、招待者に発送する。 

・各教区の司教あてに、教区担当者が万一欠席の場合、他の担当者の派遣を依頼する手紙を送る。 

4. 正義と平和全国集会名古屋大会  

・2月末時点での決定済事項について報告。11 月 24 日に 15 の分科会が開催される予定。 

・分科会の最終版ちらしをニュースレターに同封する。 

・大会事務局に問い合わせた結果、分科会会場は布池教会との返事があった。 

5. 2018 年度の計画 

(1)シンポジウム 

9 月 8 日(土)、麹町教会ヨセフホール(東京教区)開催で決定した。  

(2)入門的な冊子の発行 

『いのちへのまなざし』「差別」の項の発行について、中央協議会出版部長の内諾を得た。詳細決定

後、出版審議会へ審議依頼する。 

6. 社会司教委員会からの検討依頼 

(1)社会司教委員会要望書「核兵器禁止条約への批准を求める要望書（案）」の検討  

「批准」を「署名・批准」とするなど 4点の変更を社会司教委員会に提案する。 

(2)司教団メッセージ「原子力発電の撤廃を」の展開についての提案について  

検討結果を、社会司教委員会へ提案する。 

7. その他 

(1)第 38 回同宗連総会（4月 17 日、関口教会ケルンホール） 

(2)第 35 回部キ連総会（5月 14 日、日本バプテスト大阪神愛教会） 

(3)リバティおおさか（大阪人権博物館）について      

現状を広く知らせて支援、協力を呼びかける。ニュースレターへの記事掲載などを検討する。 

 

 

■2018 年度 春季合宿 in 狭山 

日 時  2018 年 3 月 21 日（水）－22 日（木） 

場 所  狭山市立富士見集会所 

参加者  17 人（宿泊 12 人、交流会 12 人、初日のみ参加 4人） 

 

「差別によって奪われた 55 年－あらためて狭山事件の再審をめざして－」 

講師 小野寺一規
かずのり

さん（解放同盟埼玉県連合会書記長）、安田 聡さん（解放同盟中央狭山闘争本部） 

訴え 石川一雄さん、石川早智子さん 

 

報告を、ニュースレターNo.174（2018 年 5 月発行）、No.175（2018 年 7 月発行）の 2回に分けて掲載した。 
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■定例委員会 

日 時  2018 年 5 月 31 日（木）11：00－16：10 

場 所  日本カトリック会館 マレラホール 

出席者  14 人 

欠席者  2 人 

 

報 告  

1. 2018 年度第 1回定例委員会（2月 8 日）          

2. 春季合宿（3月 21 日－22 日、埼玉・狭山市）       

3. その他 

・大阪教会管区部落差別人権活動センター 

4 月 18 日定例の運営会議。5 月 19 日京都教区正義と平和協議会との共催で京都のフィールドワークを

行った。 

・大阪教区部落差別と人権を考える信徒の会 

4 月、5月映画上映、11 月は若い当事者の夫婦の話を聞く。 

・ハンセン病家族訴訟の状況  

3 月 16 日と 5月 11 日に、熊本地裁での公判で本人尋問が行われた。次回は 6月 15 日。7 月には宮古

島で非公開の本人尋問が予定されている。 

・同宗連総会が 4月 17 日(火)、 関口教会のケルンホールで行われた。 

 

審 議 

1. ハンセン病謝罪声明について        

ワーキンググループを立ち上げ、謝罪声明案を準備し、2019 年 2 月の司教総会での審議、発表を目指す。  

2. 全国会議             

役割分担、日程、進行などを決定した。23 人が出席予定。 

3. 2018 年度の計画          

・シンポジウム「ハンセン病家族訴訟に学ぶ」 

   講師 黄 光男さん（原告団副団長）、内藤雅義弁護士（ハンセン病家族訴訟原告側弁護人） 

   会場 麹町教会ヨセフホール 

日時 9 月 8 日(土)14：00－17：00 

・正義と平和全国集会名古屋大会 

今後、事務局が講師の森元美代治さんとの具体的な打ち合わせを行う。     

  ・『いのちへのまなざし』「差別」の項“抜粋”冊子    

  ルビなしで 16 ページ（冊子「国籍を越えた神の国を目指して 改訂版」と同サイズ、同ページ数）に 

なる。外国籍の人にも読んでもらうにはルビは必要。総ルビ、イラストなしの「見本」を全国会議で 

検討する。版型や部数などがまとまったら「出版審議会」に申請する。 

4. 社会司教委員会からの依頼 

気候変動・環境問題について、社会司教委員会から以下 2点について提案を求められている。 

(1)委員会・デスクや教会内での具体的な取り組みについての情報 

(2)日本の教会として具体的な取り組みについての提案 

意見を出し合ったが、短時間であり委員会としての意見・提案にはまとめられなかった。そのまま 

を報告する。 
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■事務局会議 

日 時  2018 年 6 月 8日（金）11：00－16：00 

場 所  日本カトリック会館 会議室 3 

出席者  7 人 

 

報 告 

1. 2018 年度第 2回事務局会議（3月 5 日）       

2. 2018 年度第 2回定例委員会（5月 31 日）       

3. その他 

・大阪教会管区部落差別人権活動センター 

 現在、運営委員会、大阪教会管区司祭の集まり、事務局の体制をとっている。 

・第 93 回社会司教委員会秘書合同会議（6月 7日）  

・さいたま教区、東京教区より 

 

審 議 

1. ハンセン病謝罪声明について        

ワーキンググループ（座長 渡邉師、太田師、園部英俊委員、根津正幸委員、細渕修道女）では 6月 15

日を目標に素案を作成する。素案の作成後、何人かのハンセン病回復者に見てもらうことを検討する。 

2. 全国会議（7月 6日－7 日、大阪市）  

役割分担、日程案の確認 

3. 2018 年度の計画、中期計画について        

9 月 8 日の シンポジウムについて確認を行った。  

4. 次期定例委員について         

  2019 年 3 月末で 3 期目の任期が満了する委員がいる。 

 

 

■全国会議 

日 時  2018 年 7 月 6日（金）15：50－7 日（土）12:30 

場 所  サクラファミリア 4 階会議室（大阪市） 

参加者  会議参加者 17 人、講演会参加者 27 人、グループワーク参加者 17 人 

 

7 月 6 日(金)  部落差別人権委員会の活動報告、活動計画、各教区各地の活動報告と課題について 

        公開講演会 「日常の中の部落差別～差別をなくすのに必要なことって？～」 

             講師 上川多実さん（BURAKU HERITAGE） 

7 月 7 日(土)  グループワーク、解放ミサ 

 

 

 HIV/AIDS デスク   

 

■第 4 回 HIV/AIDS デスク会議 

日 時  2018年 7月 23日（月）13：00－15：10 

場 所  日本カトリック会館 会議室4 

出席者  6人 
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報 告  

1. ホームページの更新について 

「み言葉フォト」を 6 月と 7 月に 2回更新した。 

2. 桜美林大学での講義 

7 月 18 日(水)午後、桜美林大学(東京・町田市)での平良委員の講義「キリスト教学」に河野委員と事務

局が招かれ、HIV/AIDS の知識やデスクの啓発活動について話した。講義の後、「高校生の時も聞いたが

今回さらに知識が深まった」や「他人事意識がなくなった」などの感想が寄せられ、繰り返し知識を得

る重要性を認識した。 

3. AIDS 文化フォーラム in 横浜の準備状況 

かながわ県民センターの展示会場とワークショップのコーナーに参加する。宮本秘書と事務局が出向す

る。サポーターにも手伝いを依頼した。 

 

審 議 

1. AIDS 文化フォーラム in 名古屋 

9 月 2 日(日)に第 2 回のフォーラムを開催予定。デスクが展示会場に参加できるか、主催者側に詳細を

確認する。 

2. 「第 3回 性と人権 キリスト教全国連絡会議 2018」について 

デスクから今回は派遣しないことになった。 

3. カトリック神学院ザビエル祭について 

正義と平和全国集会と重なるので事務局は設営をして名古屋に向かう。展示会場は平良委員が担当する。 

4. デザイン募集の広報について 

桜美林大学の講義でも話し、日本カトリック会館に来館した人にも募集要項を手渡した。今後、AIDS 文

化フォーラム in 横浜などでも広報に努める。 

5. デスクの規約案について 

<活動>と<構成>に加筆した。<委員>の数は上限 10 人とした。 

6. 2019 年度の事業計画案(活動、テーマ、業務)と予算案について 

2018 年度と同様の活動計画と予算案が承認された。 

7. 次年度からのメンバー構成とデスク事務局員について 

デスク委員が中心となり新メンバーを探す。 

 

次回日程  2018 年 9 月 7日（金） 15:00－17:00  日本カトリック会館 

 

 

 中央協議会事務局  

 

■総務 

9 月会議予定 

3 日(月)       典礼委員会定例会議  御聖体の宣教クララ修道会軽井沢修道院  （長野・北佐久郡） 

3 日(月)－5 日(水)  典礼委員会全国典礼担当者会議                      〃 

5 日(水)            第 99 回聖公会/ローマカトリック合同委員会 

日本聖公会管区事務所（東京・新宿区） 

5 日(水)       難民移住移動者委員会事務局会議                    日本カトリック会館 

5 日(水)       日本カトリック会館長期修繕委員会                 〃 

5 日(水)       子どもと女性の権利擁護のためのデスク事務局会議               〃 

5 日(水)       タリタクム日本運営委員会                                      〃 
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5 日(水)       社会司教委員会事務局会議                                  日本カトリック会館 

6 日(木)       常任司教委員会                          〃 

6 日(木)            社会司教委員会司教秘書合同会議                                〃 

6 日(木）       学校教育委員会          幼きイエス会ニコラ・バレ修道院（東京・千代田区） 

7 日(金)       HIV/AIDS デスク会議                       日本カトリック会館 

7 日(金)            第 80 回ルーテル/ローマカトリック共同委員会 

ルーテル市ヶ谷センター（東京・新宿区） 

14 日(金)      部落差別人権委員会定例委員会                日本カトリック会館 

17 日(月)      WYD2019 パナマ大会準備会議                     〃 

18 日(火) 子どもと女性の権利擁護のためのデスク 

ワーキンググループ会議・定例会議           〃 

18 日(火)      カリタスジャパン委員会                      〃                     

18 日(火)      カリタスジャパン援助審査会                    〃 

21 日(金)      難民移住移動者委員会タリタクム事務局会議                       〃 

25 日(火)           正義と平和協議会定例委員会                    〃 

 

10 月会議予定 

2 日(火)       カリタスジャパン援助部会                  日本カトリック会館 

3 日(水)       社会司教委員会事務局会議                     〃 

4 日(木)       常任司教委員会                             〃 

4 日(水)       難民移住移動者委員会事務局会議                                   〃 

9 日(火)－10 日(水) 難民移住移動者委員会全国担当者/ネットワーク合同会議           〃 

10 日(水)      子どもと女性の権利擁護のためのデスク事務局会議                   〃 

12 日(水)           部落差別人権委員会事務局会議                                     〃 

15 日(月)          難民移住移動者委員会ベトナム人対応チーム会議                     〃 

19 日(金)    難民移住移動者委員会 AOS(船員司牧)コア会議                    〃 

23 日(火)           カリタスジャパン啓発部会                                         〃 

29 日(月)      HIV/AIDS デスク会議                           〃 

30 日(火)－31 日(水) カリタスジャパン定例全国教区担当者会議                            〃 

31 日(水)           社会司教委員会事務局会議                       〃 

 

 

 

 

<会報 2018 年 9・10 月号 公文書> 

 

 2018 年平和旬間会長談話  

 

2018 年平和旬間 日本カトリック司教協議会会長談話 “平和の問題に常に関心を” 

 

 昨年暮れにフランシスコ教皇様は、「焼き場に立つ少年」の写真に目をとめられ、「戦争がもたらすもの」

と表題をつけて署名し、広く頒布するよう指示されました。この写真は、長崎の原爆投下 1カ月後に米国従

軍カメラマンが撮影したもので、戦争がもたらす不幸、悲しみ、虚しさ、憤りを表しています。戦争は決し



- 16 - 

て引き起こしてはなりません、という教皇様の強い意思が伝わってきます。 

 今年は第一次世界大戦終結 100 周年、インド独立の父マハトマ・ガンジー暗殺 70 周年、アフリカ系アメリ

カ人公民権運動の指導者キング牧師暗殺 50 周年です。あらためて戦争と平和について考えさせられます。こ

の一世紀の間、国際連盟設立、「国際紛争解決のため、および国策遂行の手段としての戦争の放棄」を誓った

パリ不戦条約締結、再度の大戦とその後の国際連合設立、東西冷戦、共産圏崩壊などがありました。一方、

英仏ソ米などの 100 ほどの植民地が独立を果たしたことは幸いなことです。全体的に見ますと、今日まで世

界規模で平和と人権保護が希求されてきたと言えます。 

しかし、いまだ深刻な地域紛争、テロ、核兵器の脅威、難民問題、さまざまな形の差別、経済的格差およ

び摩擦などが世界中の人々の平和を脅かしています。昨年 7 月には国連総会で 122 カ国と地域の賛成多数に

より核兵器禁止条約が採択されましたが、核兵器の全廃と根絶を目的として起草されたこの国際条約も、今

年 7月 7 日現在バチカン市国を含む 11 カ国しか批准していないという状況です。核兵器保有は抑止のために

必要であるという考え方が根強いからです。しかし核兵器保有は、むしろ軍拡競争の原因となり、ひいては

経済の軍需産業依存、軍需と政治の癒着を来してしまいます。抑止とは、武力で平和を維持しようとする試

みですから、敵対心、相互不信感、利権の衝突など対立の要因をいっそう深刻化させ、和解、和平、相互理

解の基盤を徐々に崩してしまいます。世界が直面する喫緊の問題（環境、移民・難民、格差や貧困など）は、

長年の抑止論と不均衡な経済制度から生まれています。 

また、テロ対策や安全保障を理由に言論統制が行われ、インターネット上のサイバー攻撃や差別意識を煽

るヘイトスピーチが横行し、スマホ依存症に起因するさまざまな問題も生じています。メディアは、特定の

国や民族や宗教等について否定的な固定観念を作るのではなく、正確な情報を公平に提供し、相互理解を促

すべきです。 

わたしたちは、人間が神に象られて創造された高貴なものであり、全人類が一つの家族であると教えられ

ています。また、人類は和解と相互愛によって連帯を構築する使命を神から与えられていることを知ってい

ます。このような信仰と確信に基づいて、愛をもって真実を語り、互いに高め合い、きずなをつくるために

情報を役立てるように努めましょう。また世界特に東アジアの情勢を常に注視し、為政者たちが自国の利益

の優先ではなく相互の善益と平和を追求するために徹底した対話を忍耐強く続けることができるよう祈りま

しょう。 

                   2018 年 7 月 7 日 

                                    日本カトリック司教協議会会長 

            カトリック長崎大司教 髙見 三明 

 

 

 

 

 2018 年平和旬間会長談話 英語版  

 

Ten Days for Peace, 2018 

Always Concerned with the Problem of Peace: 

A reflection by the president of the Catholic Bishops’ Conference of Japan 

 

 At the end of last year, Pope Francis, struck by a picture of a boy standing at a 

cremation site, gave instructions that copies with his signature and the words “The 

Fruit of War” should be widely distributed. The photo was taken by a U.S. military 

cameraman one month after the bombing of Nagasaki, and it shows the misfortune, 

suffering, emptiness and resentment caused by war. By issuing the card the pope 

conveyed his strong conviction that we must never resort to war. 
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 This year is the 100th anniversary of the end of the First World War, the 70th 

anniversary of the assassination of the father of Indian independence Mahatma 

Gandhi and the 50th anniversary of the assassination of the Reverend Martin Luther 

King, leader of the African-American civil rights movement. Those anniversaries make 

us think anew about war and peace.  

  The past century witnessed the establishment of the League of Nations, the 

enactment of the 1928 Kellogg-Briand Pact that pledged nations to "condemn recourse 

to war for the solution of international controversies and renounce it as an instrument 

of national policy in their relations with one another,” the Second World War and the 

subsequent establishment of the United Nations, the Cold War and the collapse of the 

Communist bloc. In addition, it is fortunate that about 100 colonies of Britain, France, 

the Soviet Union, the United States and others have achieved their independence. 

Overall, it can be said that peace and the protection of human rights have been a 

universal desire. 

Even so, serious regional conflicts, terrorism, the threat of nuclear weapons, refugee 

problems, various forms of discrimination, economic disparities and friction continue to 

threaten peoples' peace around the world. 

In July of last year, the United Nations General Assembly adopted the Treaty on the 

Prohibition of Nuclear Weapons with a majority of 122 countries and regions, but as of 

July 7 of this year, only 11 countries including the Vatican have ratified this 

international treaty calling for the complete abolition and eradication of nuclear 

weapons.  

The idea that nuclear weapons are necessary for deterrence is strong. However, the 

possession of nuclear weapons is, rather, responsible for the arms race that inevitably 

leads to economic dependence on the arms industry and military demand, and shapes 

politics. 

Deterrence is an attempt to maintain peace by means of arms, but by further 

increasing such factors of conflict as hostility, mutual distrust and conflicts of interests, 

it gradually breaks down the foundations of reconciliation, peace and mutual 

understanding. The urgent problems the world faces (environment, immigrants, 

refugees, wealth disparities and poverty) are born out of the theory of deterrence and 

its unbalanced economic institutions. 

In addition, for the sake of anti-terrorism and security, control of speech has been 

carried out. Hate speech that encourages cyberattacks on the Internet and 

discrimination is rampant. Various problems caused by smartphone addiction have 

also arisen.  

Media should not create negative stereotypes about specific countries, ethnic groups, 

religions and such, but should fairly provide accurate information and encourage 

mutual understanding. 

We are taught that humanity has dignity by virtue of being created in the image of 

God and that therefore all human beings are a family. In addition, we know that God 

has given us a mission to build solidarity through reconciliation and mutual love. 

Based on that conviction, let us try to use information to tell the truth with love, to 

strengthen each other and create bonds. Let us always keep a close eye on the situation 

in the world, especially in East Asia, and pray that politicians continue patient 

dialogue to pursue mutual benefits and peace, rather than their own narrow interests. 
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July 7, 2018 

 

+Joseph Mitsuaki Takami,  

Archbishop of Nagasaki 

President 

Catholic Bishops’ Conference of Japan 

 

 

 

 

 2018 年 7月 6日の死刑執行に対する抗議声明  

 

 

内閣総理大臣 安倍 晋三 様 

法務大臣   上川 陽子 様 

Prot. JP18-03 

2018 年 7 月 6 日 

 

日本カトリック正義と平和協議会会長 

勝谷太治司教 

2018 年 7 月 6日の死刑執行に対する抗議声明 

 

私たち日本カトリック正義と平和協議会は、2018 年 7 月 6日に、松本智津夫（麻原彰晃）さん、土谷正実

さん、遠藤誠一さん、井上嘉浩さん、新実智光さん、中川智正さん、早川紀代秀さん以上７名に死刑が執行

されたことに対して強く抗議します。 

 

今回の 7 名の執行によって、安倍晋三政権下では第一次内閣で 10 名、第二～四次で 28 名、あわせて 38

名の大量の人命が処刑されたことになりました。特に今回、一日に 7名もの大量執行は近年類を見ない異様

な多さであり、死刑の廃止や執行抑制へと向かう世界の趨勢に大きく反します。上川陽子法務大臣によって

は、これで 10 名の命が絶たれたことになりました。 

 

オウム真理教が何ゆえ社会を恐怖に陥れる「反社会的行為」に至ったのかについての真相は、十分に解明

されてはいません。死刑によって、再発防止に向けた情報を知り得る機会も永遠失われてしまいます。また

今回執行された方々の中には、心神喪失が疑われる方がいました。刑事訴訟法 479 条 1 項が禁じる通り、心

神喪失者への死刑執行は断じてあってはならないことでした。さらに、今回執行された方々の多くが再審請

求中でした。日本政府は昨年より、再審請求中の者の死刑執行を何度も強行しています。戦後 4名の「確定

死刑囚」が再審請求を行った結果、無罪判決を勝ち取ったという事実に鑑みても、再審請求中の死刑執行は

決して容認することができません。 
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死刑という国家による報復殺人によって、被害者・遺族の悲しみと社会の傷が真に癒されるのでしょうか。

いのちを尊重するがゆえに、殺人の罪をあってはならない悪とする国家が、死刑を認めることに矛盾を感じ

ざるをえません。殺人に対して殺人、暴力に対して暴力で報いることでは、凶悪犯罪の暴力の連鎖を断ち切

ることはできません。 

 

EU をはじめいくつかの国々が今回の死刑執行について遺憾の意を表明している通り、世界は、死刑は非人

道的で残酷な刑罰として廃止する方向に向かっています。日本カトリック司教団も「『いのちは神聖であり、

したがって不可侵である』という原則は、いのちの根幹にかかわるすべての問題に当てはめなければなりま

せん。死刑の問題も例外ではありません」「カトリック教会は、刑罰制度の厳格な適用により、死刑以外の方

法で、犯罪の再発を防止し、社会の安全を確保することが可能になってきた今の時代、人間のいのちの尊さ

という原点に立って、死刑制度がその存在理由を失いつつあると考えています」（『いのちへのまなざし〈増

補新版〉』76 番）との立場をとります。教皇フランシスコも「死刑が社会防備の手段として合法化している

国もありますが、死刑に反対する気運が、世論の中で高まっていることは、希望のしるしです。現代社会に

は実際、犯人が更生する機会を完全に奪わずに犯罪に効果的に対処する能力があります。…『殺してはなら

ない』というおきては完全な価値をもっており、罪のない人にも犯罪者にも当てはまります。たとえ犯罪者

であっても、神のたまものであるいのちを生きるという不可侵の権利をもっているからです。わたしは、世

界の指導者が死刑廃止に向けて国際的な合意に至るよう、彼らの良心に訴えます」（2016 年 2 月 21 日「お告

げの祈り」）と述べています。 

日本政府は、国際社会の一員として、命の尊さについての対話に誠実に向き合う姿勢を示してほしいと望

みます。 

 

 

国家の第一の役割は、国民の安全と「平和的な生存権」を守ることです（日本国憲法前文）。その点から、

今回の死刑が、200 名以上におよぶ死者・行方不明者を出した西日本豪雨災害の最中に執行されたことも極

めて遺憾です。 

私たち日本カトリック正義と平和協議会は、あらゆる命の尊厳を守り、人間の回心とゆるし合いを促すと

の宗教的使命に基づき、死刑執行の即時停止と死刑制度の廃止を引き続き強く訴えます。 
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